
（1） ＜坂本茂雄県政かわら版＞

毒反本
茂雄

201緯度当初予算可決課題解決へ加速化を

総務委員会で質問する坂本議員

平成30年度一般会計当初予算

▼一般会計当初予算額　4，509億円【前年度比▲83億円、▲1．8％】

▼実質的な当初予算ベース　乳676億円

【前年度比＋76億円、＋1．7％】10年連続の積極型予算

※実質的な当初予算ベースとは、当初予算に、前年度2月補正予

算の国の経済対策分を加えたもの（実質的な当該年度執行額）

※下記の【】内は、実質的当初予算ベース

（1）5つの基本政策

①経済の活性化～第3期産業振興計画の推進～191【210】億円

②インフラの充実と有効活用　　　　　　　906【1，072】億円

③教育の充実と子育て支援～教育等の振興に関する施策の大網、

第2期教育振興基本計画の着実な推進～　　215【215】億円

④南海トラフ地震対策の抜本強化・加速化～第3斯行動計画を

力強く実行～　　　　　　　　　　　　　　304【326】億円

⑤日本一の健康長寿県づくり～第3期日本一の健康長寿県構想

で目指す姿に向けて～　　　　　　　　　　434【437】億円

（2）5つの基本政策に横断的に関わる政策

①中山間対策の充実・強化　　　　　　　　　287【287】億円

②少子化対策の充実・強化と女性活躍の場の拡大　95【95】億円

③文化芸術とスボ叫ツの振興～文化芸術振興ビジョン、第2期

高知県スポーツ推進計画の推進～　　　　　　47【47】億円

◇県政へのご意見、ご要望をどうぞ◇　ホームページ 坂本茂：雄
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2
月
定
例
会

尾
崎
高
知
県
政
の
柱
で
あ
る
5
つ
の
基

本
政
策
の
う
ち
、
「
経
済
の
活
性
化
」
は
、

l
次
か
ら
3
次
ま
で
多
様
な
事
業
体
が
集

ま
る
地
域
産
業
ク
ラ
ス
黍
－
づ
く
り
や
、

事
業
戦
略
の
策
定
支
援
と
い
っ
た
政
策
群

を
継
続
・
強
化
し
、
I
T
・
コ
ン
テ
ン
ツ

産
業
の
人
材
育
成
事
業
の
重
点
化
、
さ
ら

に
は
、
4
月
か
ら
第
2
幕
に
入
る
「
志
国

高
知
　
幕
末
維
新
博
」
　
へ
の
対
応
に
加
え
、

ポ
ス
ト
維
新
博
に
向
け
た
自
然
体
験
型
観

光
の
開
発
に
も
と
り
く
む
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
「
健
康
長
寿
県
構
想
」
で
は
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
連
携
さ

せ
る
「
高
知
版
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
を
掲
げ
、
個
別
の
サ
ー
ビ
ス
を
切

れ
目
な
く
つ
な
ぐ
仕
組
み
づ
く
り
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

教
育
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
厳
し
い

環
境
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
策
該

拡
充
す
る
と
と
も
に
、
教
員
の
多
忙
化
解

消
な
ど
働
き
方
改
革
に
も
着
手
さ
れ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
か
ら
7
・
9
％
減
の
3
0
4
億
円

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
住
宅
の
耐
震
化
な

ど
の
ハ
ー
ド
面
や
、
住
民
の
避
難
所
運
営

マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対

策
を
続
け
る
こ
と
や
「
防
災
対
策
基
金
」

が
創
設
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
前
年
度
か
ら
横
断
的
政
策
に

加
わ
っ
た
「
文
化
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
」
で
は
、
文
化
芸
術
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
の

推
進
や
競
技
力
向
上
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活

動
の
拠
点
づ
く
り
、
東
京
五
輪
を
見
据
え

た
事
前
合
宿
受
け
入
れ
な
ど
を
本
格
化
さ

せ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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避難ビル配置における避難困難地域の明確化

そ
の
よ
う
な
申
、
本
会
議
で
は
、
教
員

や
県
職
員
、
介
護
、
保
育
現
場
を
は
じ
め

と
し
た
県
内
労
働
者
の
働
き
方
改
革
の
議

論
や
、
定
例
会
前
に
提
言
さ
れ
た
「
新
食

肉
セ
ン
タ
ー
」
　
の
あ
り
方
、
新
た
な
管
理

型
最
終
処
分
場
、
都
市
計
画
道
路
は
り
ま

や
町
一
宮
線
工
事
再
開
問
題
、
ル
ネ
サ
ス

高
知
工
場
承
継
先
確
保
、
産
業
振
興
計
画

や
教
育
振
興
計
画
、
日
本
一
の
健
康
長
寿

県
づ
く
り
、
申
山
間
対
策
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
対
策
な
ど
県
政
課
題
に
つ
い
て
の
議

論
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

坂
本
議
員
は
、
9
月
定
例
会
、
1
2
月
定

例
会
と
引
き
続
い
て
質
問
の
た
め
登
壇
し

た
こ
と
か
ら
、
今
回
は
質
問
の
機
会
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
総
務
委
員
会
で
の

付
託
議
案
に
つ
い
て
、
議
案
審
査
を
重
ね

ま
し
た
。

ら
れ
た
形
で
減
額
措
置
が
終
わ
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

坂
本
議
員
は
、
新
年
度
で
は
、
5
年
ぶ

り
に
産
業
振
興
土
木
委
員
会
に
所
属
し
ま

す。
産
業
振
興
土
木
委
員
会
で
は
、
産
業
振

興
計
画
や
中
山
間
・
交
通
政
策
課
題
、
観

光
振
興
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
の
ハ
ー

ド
整
備
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
の
課
題
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ご
支
援
・
ご
指
導
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

長
期
浸
水
区
域
の
課
題
解
決
へ

3
月
2
8
日
の
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
高
知

市
長
期
浸
水
対
策
連
絡
会
第
4
回
会
議
」

に
お
い
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ

れ
る
長
期
浸
水
に
対
し
、
「
長
期
浸
水
の

早
期
解
消
」
と
「
迅
速
な
救
助
・
救
出
」

等
の
た
め
の
事
前
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
長
期
浸
水
対
策
項
目
逸

捗
確
認
シ
ー
ト
」
に
も
と
づ
く
各
機
関
の

進
捗
確
認
と
救
助
救
出
に
関
す
る
検
討
結

栗
と
長
期
浸
水
区
域
に
お
け
る
津
波
か
ら

の
住
民
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結
果
の

概
要
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
地
域
で
の
取
り
組
み
か
ら

も
想
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
「
津
波
避

難
ビ
ル
不
足
・
偏
在
課
題
」
と
い
う
こ
と

な
ど
が
、
長
期
浸
水
区
域
に
お
け
る
津
波

か
ら
の
住
民
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
結

果
の
概
要
報
告
で
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

高
知
市
内
で
は
江
ノ
ロ
・
下
知
、
潮
江
、

高
賓
の
3
地
区
で
、
い
ず
れ
も
そ
の
課
題

が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
議
員
が
居
住
し
、
日
常
的
に
防
災
・

酬
の
減

自
民
●
公
明
会
派
ら
の
反
対
で
終
了

議
会
前
か
ら
県
議
会
各
会
派
で
議
論
し

て
き
た
平
成
1
7
年
度
か
ら
1
3
年
間
続
け
て

き
た
議
員
報
酬
の
独
自
カ
ッ
ト
の
継
続
に

つ
い
て
は
、
県
民
の
会
や
共
産
党
会
派
が

減
額
継
続
を
主
張
し
て
い
た
こ
と
に
対
し

て
、
自
民
党
の
ほ
か
、
公
明
党
、
ま
は
ろ

ば
の
会
が
県
民
所
得
向
上
と
い
っ
た
県
経

済
の
好
転
な
ど
を
理
由
に
、
減
額
終
了
の

意
向
を
譲
ら
ず
、
意
見
が
一
致
し
な
か
っ

た
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
多
数
に
押
し
切

県
民
の
会
所
属
議
員
の
常
任
委
員
会
等

義
総
務
委
員
会上

田
周
五
、
大
野
辰
哉

義
危
機
管
理
文
化
厚
生
委
員
会

高
橋
徹
、
橋
本
敏
男

暮
商
工
農
林
水
産
委
員
会

中
内
桂
郎
、
前
田
強

義
産
業
振
興
土
木
委
員
会

坂
本
茂
雄
、
石
井
孝

義
議
会
運
営
委
員
会

中
内
桂
郎
、
大
野

▲
高
知
県
競
馬
組
合
議
会
議
員

上
田
周
五

義
県
・
市
病
院
企
業
団
議
会
議
員

「
…
茎
妄
象
鳥
再
烏
闇
【

減
災
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
る
下
知
地
区
で
は
、

現
状
の
避
難
ビ
ル
配
置

に
お
け
る
住
宅
地
域
内

で
の
避
難
困
難
エ
リ
ア

と
し
て
、
高
桶
・
杉
井

流
エ
リ
ア
、
札
場
・
海

老
ノ
丸
・
丸
池
町
・
小
倉

町
・
東
雲
町
エ
リ
ア
、

青
柳
町
・
稲
荷
町
・
若
松

町
エ
リ
ア
な
ど
日
頃
か

ら
懸
念
さ
れ
る
地
域
が

明
確
に
さ
れ
ま
し
た
。

避
難
ビ
ル
の
少
な
い

地
域
で
の
避
難
距
離
の

長
さ
や
、
l
つ
の
ピ
ル

に
避
難
者
が
集
中
し
避

難
完
了
時
間
が
長
く
な

る
こ
と
か
ら
、
さ
ら
な

る
追
加
指
定
や
避
難
路
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「県民の会」の議員と尾崎知事（右から2人目）

の
整
備
が
必
要
と
考
え
ら
ま
す
。

ま
た
、
研
究
対
象
区
域
内
に
お
け
る
津

波
避
難
ビ
ル
の
収
容
総
数
は
、
約
1
2
万
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。
解
析
結
果
で
は
、
津

波
避
難
ビ
ル
避
難
者
数
は
約
9
万
l
千
人
、

避
難
困
発
着
数
は
約
8
千
人
で
合
計
約
1
0

万
人
と
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
数
字
上
は

収
容
総
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
ま
す
。

し
か
し
、
「
最
寄
り
の
避
難
ビ
ル
に
避

難
」
し
た
場
合
、
避
難
者
数
に
偏
り
が
生

じ
る
と
と
も
に
収
容
可
能
巻
数
の
格
差
に

よ
り
、
多
数
の
避
難
ビ
ル
（
l
1
0
棟
）

に
お
い
て
、
そ
の
収
容
力
を
超
え
て
避
難

者
が
集
中
す
る
と
い
う
解
析
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

避
難
ピ
ル
へ
の
避
難
者
数
の
超
過
・
偏

り
に
つ
い
て
の
対
応
は
、
「
避
難
ビ
ル
等

の
追
加
指
定
や
整
備
」
ま
た
は
「
避
難
ビ

ル
へ
の
分
散
型
避
難
」
が
考
え
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
す
が
、
具
体
的
に
対
応
で
き
る

の
か
、
よ
り
地
域
と
行
政
が
一
緒
に
な
っ

て
、
検
討
を
深
め
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

坂
本
議
員
が
、
平
成
2
2
年
2
月
定
例
会

で
長
期
浸
水
対
策
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
議

会
質
問
で
取
り
上
げ
て
か
ら
8
年
が
経
過

し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
平
成
2
3
年
の
東
日

本
大
震
災
も
踏
ま
え
、
津
波
対
策
の
様
々

な
課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
課
題
解
決
の
取
り
組
み
が
可
視
化

さ
れ
る
よ
う
に
今
後
と
も
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
l
月
1
0
日
に
は
、

「
県
民
の
会
」
会
派
か
ら
知
事
に
提
言
し

て
い
た
県
政
課
題
や
、
議
会
質
問
で
取
り

上
げ
た
課
題
な
ど
で
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。多

く
の
テ
ー
マ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
坂

本
議
員
が
と
り
あ
げ
た
い
く
つ
か
の
課
題

を
抜
粋
し
て
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

住
宅
耐
震
化
に
つ
い
て
、
生
活
保
護
世

帯
な
ど
生
活
困
窮
者
の
補
助
金
の
上
限

を
引
き
揚
げ
、
耐
震
改
修
を
あ
き
ら
め

る
人
が
い
な
い
よ
う
に
措
置
す
る
こ
と
。

【
回
答
】
国
の
補
助
制
度
を
し
っ
か
り
し

た
も
の
に
し
て
い
く
。
制
度
を
知
っ
て
い

る
人
が
半
分
で
あ
り
、
戸
別
訪
問
な
ど
で

周
知
を
図
り
た
い
。

中
国
帰
国
者
の
高
齢
化
に
伴
う
居
場
所

確
保
で
安
心
の
暮
ら
し
保
障
の
環
境
整

備
を
図
る
こ
と
。
高
齢
化
し
た
中
国
帰

国
者
は
、
日
本
語
で
の
会
話
が
十
分
で

な
く
、
自
宅
で
過
ご
す
時
間
が
多
く
な

り
が
ち
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
る
ひ

き
こ
も
り
や
認
知
症
な
ど
の
予
防
・
早

期
発
見
に
つ
な
げ
て
い
く
た
め
の
交
流

の
場
を
急
い
で
保
障
す
る
こ
と
。

県
の
非
常
勤
職
員
の
報
酬
に
関
し
て
、

健
常
者
非
常
勤
と
障
害
者
非
常
勤
で
差

別
的
格
差
が
あ
り
、
是
正
す
る
こ
と
。

動
物
愛
護
の
推
進
に
お
け
る
取
り
組
み

へ
の
支
援
を
は
じ
め
、
動
物
愛
護
教
育

の
推
進
な
ど
「
川
上
対
策
」
を
行
う
こ

と。

【
回
答
】
高
知
市
と
連
携
し
、
ま
ず
は
、

居
場
所
に
つ
い
て
の
検
討
を
し
た
い
。

【
回
答
】
職
責
に
応
じ
た
給
与
で
あ
り
、

業
務
内
容
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る

が
、
改
め
て
実
態
の
調
査
を
し
た
い
。

‥
・
そ
の
後
、
実
態
調
査
の
上
、
改
定
さ

れ
ま
し
た
。

【
回
答
】
有
効
な
取
り
組
み
で
支
援
し
て

い
き
た
い
。
強
の
不
妊
手
術
の
予
算
は
増

額
し
、
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
は

じ
め
「
川
上
対
策
」
に
も
力
を
入
れ
た
い
。

少
し
ず
つ
改
善

さ
れ
て
い
ま
す
・
・

発
達
障
害
児
の
受
診
機
会
の
増
加
・
迅

速
化
を
図
る
た
め
の
医
師
の
育
成
・
定

着
に
つ
い
て
、
促
進
す
る
こ
と
。

【
回
答
】
か
か
り
つ
け
医
や
専
門
職
が
地

域
地
域
で
、
診
断
の
前
か
ら
あ
た
り
を
つ

け
て
、
専
門
医
に
よ
る
確
定
診
断
を
行
う

こ
と
で
、
決
し
て
ノ
ー
ケ
ア
状
態
に
は
し

ない。フ
ー
ド
バ
ン
ク
が
継
続
・
安
定
的
に
発

展
で
き
る
よ
う
、
運
営
団
体
へ
の
助
成

を
含
め
た
支
援
策
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

【
回
答
】
子
ど
も
食
堂
の
取
り
組
み
と
も

あ
わ
せ
て
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

動
物
愛
護
教
室
な
ど
川
上
対
策
の
強
化

今
定
例
会
で
、
坂
本
議
員
と
同
じ
「
県

民
の
会
」
会
派
の
大
野
議
員
が
取
り
上
げ

た
動
物
愛
護
推
進
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

知
事
は
、
こ
れ
ま
で
質
問
で
促
し
て
き
た

動
物
愛
護
教
室
を
視
察
し
た
上
で
、
「
こ

う
し
た
取
組
な
ど
を
通
し
て
、
動
物
を
愛

護
す
る
心
を
育
む
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
命

を
大
切
に
す
る
心
を
養
う
こ
と
に
つ
な
が

り
、
他
人
を
思
い
や
る
社
会
や
人
と
動
物

が
共
生
す
る
社
会
の
実
現
に
大
き
な
影
響
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を
与
え
る
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
答
弁

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
長
年
愛
護
推
進
員
と
し
て
ご

尽
力
く
だ
さ
っ
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
に
は
、
敬
意
を
表
す
る
」
と
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

現
在
、
検
討
を
進
め
て
い
る
動
物
愛
護

セ
ン
タ
ー
に
は
、
「
適
正
な
飼
い
方
に
関

す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な

拠
点
と
し
て
の
機
能
を
充
実
さ
せ
た
い
。

犬
猫
の
譲
渡
を
進
め
る
た
め
に
動
物
福
祉

に
配
慮
し
た
十
分
な
収
容
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
て
、
収
容
動
物
を
健
康
な
状
態
で
管

理
す
る
と
と
も
に
、
ペ
ッ
ト
と
し
て
の
し

つ
け
が
で
き
る
よ
う
な
機
能
も
持
た
せ
た

い
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
時
に
発
鴎
す
る
可
能
性
の
高
い
被
災
者

の
ペ
ッ
ト
同
行
避
難
に
向
け
た
啓
発
を
は

じ
め
と
す
る
動
物
に
関
わ
る
災
害
対
策
の

拠
点
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
う
機
能
を

持
た
せ
た
い
」
と
答
弁
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
知
事
と
の
意
見
交
換
の
場
な

ど
で
も
訴
え
て
き
た
「
川
上
対
策
」
に
つ

い
て
「
犬
猫
の
殺
処
分
数
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
川
上
対
策
が
最
も
重
要
だ
と
考
え

て
お
り
、
来
年
度
は
、
新
聞
や
雑
誌
を
使
っ

て
適
正
飼
養
に
向
け
た
啓
発
広
報
を
さ
ら

に
充
実
す
る
と
と
も
に
、
猫
の
不
妊
手
術

の
助
成
頭
数
を
9
0
0
頭
か
ら
1
2
0
0

頭
に
増
加
さ
せ
る
な
ど
、
そ
の
対
策
を
一

層
強
化
し
て
い
く
」
と
言
及
さ
れ
ま
し
た
。

知
事
自
ら
が
動
物
愛
護
教
室
の
視
察
に

至
る
の
に
、
質
問
し
て
か
ら
2
年
か
か
り

ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
に
実
効
性
が
あ
が

る
施
策
と
な
る
の
か
も
、
さ
ら
な
る
注
視

が
必
要
で
す
。

け
た
市
町
村
の
母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

戎
－
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
や
、
産
前
・

産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
向
け
た
支

援
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
産
後
う
つ
の
対
策
と
し
て
、
全

市
町
村
で
産
後
2
週
間
を
経
過
し
た
母
親

を
訪
問
し
、
気
持
ち
の
変
化
の
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
が
で
き
る
よ
う
、
市
町
村
の
保
健
師

へ
の
研
修
な
ど
を
通
じ
た
指
導
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

タ
ウ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
ふ
く
ね

こ
」
を
拠
点
に
活
動
す
る
N
P
O
法
人
福
祉
住

環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
こ
う
ち
が
編
集
し
た
「
高

知
市
お
城
下
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ま
っ
ぷ
」
が
広
く

活
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
歩
が
始
ま
り
ま
す
。

平
成
2
4
年
以
来
4
度
の
質
問
で
坂
本
議

員
が
取
り
上
げ
て
き
た
観
光
振
興
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

に
つ
い
て
も
、
徐
々
に
改
善
さ
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。

産
後
ケ
ア
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
県
に

対
し
て
助
産
師
会
の
皆
さ
ん
や
事
業
の
ス

タ
ー
ト
を
願
う
お
母
さ
ん
方
と
と
も
に
要

望
し
、
平
成
2
6
年
2
月
定
例
会
で
、
そ
の

要
望
を
受
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
、
検
討
会
、

担
当
者
研
修
会
な
ど
を
行
う
「
高
知
家
の

産
後
ケ
ア
」
体
制
づ
く
り
の
事
業
の
補
正

予
算
に
つ
い
て
の
質
問
か
ら
始
ま
り
ま
し

た。
そ
れ
か
ら
4
年
経
過
し
た
現
在
で
は
、

「
母
子
保
健
事
業
費
」
で
、
安
心
し
て
妊

娠
・
出
産
で
き
る
環
境
整
備
の
た
め
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
患
、

運
営
支
援
の
ほ
か
、
妊
産
婦
等
に
対
す
る

総
合
相
談
窓
口
と
し
て
の
機
能
強
化
に
向

平
成
3
0
年
度
予
算
で
は
、
「
バ
リ
ア
フ

リ
ー
観
光
相
談
窓
口
の
開
設
」
に
向
け
た

「
人
材
育
成
」
　
「
情
報
収
集
二
蓄
積
」

「
理
解
の
推
進
」
　
「
情
報
提
供
や
相
談
対

応
等
の
観
光
の
あ
り
方
の
検
討
」
　
の
取
り

組
み
を
拡
充
し
、
平
成
3
2
年
度
に
は
多
様

な
観
光
客
の
受
入
態
勢
を
整
え
、
バ
リ
ア

フ
リ
ー
観
光
相
談
窓
口
の
開
設
・
運
営
の

開
始
を
目
指
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

拠
点
整
備
か
ら
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
開

設
か
ら
3
年
目
を
迎
え
た
タ
ウ
ン
モ
ビ
リ
テ
ィ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
観
光
に

も
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
、
時
間
が
多
少
か
か
っ

て
も
、
少
し
ず
つ
前
に
向
か
っ
て
い
る
課

題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
県
民
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
諦
め
ず
に
声
を
上
げ
続
け
て
い

き
た
い
と
感
じ
た
2
月
定
例
会
で
し
た
。


